
  

                  こっとんあっぷ   Vol.119 

        
    わたげのはんこを封筒に押して  →    宛名シールを貼って ・・ 

   
      広報を三つ折りにして     →   封筒に入れて封をします 

    広報発送準備。各工程を手分けして担い、本誌をお届けしています！ 
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「Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） ４2」 

～獲得した活動を継続していくために～ 

わたげでは、作業室毎にジャグポットを設置し、利用者や職員がいつでも麦茶を飲めるようにして

います。今回ご紹介するコップ洗いのスペシャリスト飯野さんは、利用者・職員合わせて約 40 個の

コップを洗う活動を担っていただいています。飯野さんは、

台所仕事に慣れている様子で、以前にも本誌でご紹介しま

したが、自分で食べたいおかずを決めて、職員と食材を買

物し、わたげで昼食を調理したり、取り組み開始当初から、

大まかな手順を確認することで、一人でコップ洗いをする

ことができていました。しかし、長年続けていくうちに、

幾つかの課題が見えてきました。 

 
最近になり、活動後にシャツのお腹辺りが濡れている事

が続きました。開始当初から、活動時はシャツに水がかか

る事を防ぐためにエプロンを着用し活動を行っています。

コップを洗ったり濯ぐ際に水がかかったにしては濡れすぎ

ていますし、エプロンも着用しているはずなのですが・・・。 

そこで、現在の活動状況を確認するために了解をいただ

き、活動場所にビデオを設置しました。何故そうしたかというと、職員を意識することなく、いつも

通りにコップ洗いをする様子を見たかったからです。このビデオ映像を基に、適切にコップ洗いがで

きるよう取り組みを行いました。 

 
≪評価 ～ビデオ映像から分かった事～≫ 

 ビデオには、鼻歌を歌いながらコップを洗う飯野さんの様子が映っていました。 

<コップ洗いの工程> 

①エプロンを着用する。②コップの入った籠から半数のコップをシンクの中に入れる。③スポンジに

洗剤をつけコップを洗う。⑤コップを濯ぎ水切り籠に入れる⑥残り半数のコップをシンクに入れる。

⑦スポンジに洗剤をつけコップを洗う。⑧コップを濯ぎ水切り籠に入れる。⑨自分のコーヒーカップ

を布巾で拭く。⑩エプロンを脱ぐ。 

 

上記の工程をテンポ良く行っている一方、シャツが濡れてしまう原因がはっきりビデオに撮影され

ていました。ひとつ目は蛇口から出る水量が強く飛び散る事、ふたつ目はシンクの側面に付いた泡を 

タッパーに溜めた水で流すため、シンク外に溢れた水がシャツにかかる事です。そして飯野さんがこ

のようにするのには理由がありました。それは、スポンジの泡立ちが多すぎる事です。使用する洗剤

は、活動前に、タッパーに入った 1 回分の洗剤を職員から受け取ります。受け取った洗剤は 1 回分。

しかし実際にはコップを 2 回に分けて洗っていました。半分のコップを職員から受け取った洗剤をす

べて使って洗い、残りは活動場所の生活体験室にある洗剤を自分なりに足していたのです。洗剤の量

が多いため、スポンジの泡立ちが強く、濯ぐために強い水量を出す必要が生じてしまったのです。 

評価の結果、洗剤の提供方法と使い方を再確認した上で、蛇口の水量の出し過ぎと、シンクの泡を 
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1 階の作業室から、 

 2 階の洗い場にコップを運びます 



水で流す方法を解決すれば、シャツが濡れずに済みそうな事が分かりました。さらに、生活体験室に

ある台拭き用のタオルで手を拭く様子が映っており、台拭きと手拭きをそれぞれ用途に合わせてタオ

ルを使用する事にも課題が見つかりました。 

 
≪計画≫ 

 コップ洗いの工程自体は十分理解しているため、大幅な変更はあ

りません。職員から飯野さんにお伝えする事は、①受け取った洗剤

を使う事。（職員が 2 回分の洗剤をお渡しする事）②適量の水を蛇

口から出す事。③シンクの外を水で流さずに布巾で拭く事。④タオ

ルを用途毎に使う事。の 4 つです。 

 

受取った洗剤を使う事と、タオルを用途毎に使う事をお伝えする

手段として、コップ洗いセットを用意しました。コップ洗いセット

とは手拭き用タオル、シンクを拭くタオル、コップを拭くタオル、

洗剤の入ったタッパー2 個が入った道具箱です。これを食器棚に設

置しました。 

 コップ洗いを始める前に、コップ洗いセットを食器棚から出し、

タオルをタオル掛けに掛ける、活動終了時にタオルをハンガーに干

す、コップ洗いセットを片付ける工程が新たに加わりました。  

これらを目で見て自分で行動できるよう、チェック表を用意しま

した。上から順に工程が書かれており、ひとつ工程が終わる毎にチ

ェックシールを付けていく物です。 

また、蛇口を開く際に水量が強くなり過ぎないようにするための

カバーを用意しました。蛇口は上に上げる程水量が強くなるレバー

タイプです。カバーにより、蛇口がそれ以上に上がらないようにす

る事で適度な水量を出す事ができるようにしました。 

 

≪実施と再評価≫ 

 生活体験室にて、写真を活用した伝達書の内容を 1 つずつ指差し、説明しました。その後、ご自分

でも伝達書を音読し、すぐに職員に返してきました。また、職員がコップ洗いセットの設置場所や、

蛇口カバーの使い方を口頭で説明するとすぐに「はい」と答えました。普段から何かお伝えした時は

「はい」と答えてくださいますが、いつもより返答が早く、きちんと伝わっているのか少し心配にな

りました。しかし、職員のその心配は無用だったことはすぐに分かりました。 

この後開始した「新コップ洗い」は、初回から、チェック表でひとつずつ工程を確認しながらその

通りに行動し、一つ工程を終えるごとに自らチェックを入れる事ができていました。ご本人はお伝え

した通りにできましたが、実際取り組んだ結果、チェック表の工程を改良する必要を感じました。 

チェック表には、コップを洗う、コップの泡を水で流す等、工程毎にチェック欄があり、チップを 

貼って終わったことをチェックしていきます。職員としては、濡れた手で貼る想定でプラスチック製

のチップを用意しましたが、飯野さんは、チェックの度にきちんとタオルで手を拭いていました。飯

野さんのチェック表の使い方に沿い、また、一連の流れとして行動できている工程をまとめ、チェッ

クする事が活動の妨げにならないよう改良をしました。                      
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コップ洗いセット 

3 枚のタオルに、それぞれ 

   用途を書き入れました。 

 

 
水量調節レバー（上げるタイプ） 

を止める位置を示すカバー 



 カバーを使った蛇口の開

け方については、蛇口をガ

イドに付くあたりまでゆっ

くりと上げ、カバーを意識

している様子が見られまし

た。 

また、シンク側面は、水

で流さずにシンク拭き用タ

オルで拭き取る事ができ、

用途毎のタオルの使い分け

ができていました。新しく

お伝えしたことすべてを、

チェック表を手がかりに、

自分で意識して活動してい

る様子が見られました。 

 

 ２日目、コップ洗いセットの場所、洗剤が入ったタッパーを置く場所が分からなかったため、それ

ぞれの写真を各場所に貼り、分かりやすくしました。いくつかの工程をまとめたチェック表も使用す

ることができていました。そして３日目には、すべての活動を自立して行う事ができるようになりま

した。数日経過した後には、職員が間違えて（すみません・・）以前の洗剤用タッパーを用意しよう

としたところ、「あ、コップ洗いリニューアルです」と教えてくださり、飯野さん自身、新コップ洗い

について、理解だけでなく必要性を感じてくれていることが伺える、うれしい出来事もありました。 

 

≪取り組みから感じた事≫ 

 今回、コップ洗いの後にシャツが濡れていることに気付

いてから、上記の取り組みをスタートしました。しかし定

期的な評価を行っていれば、いつもと異なる行動があった

時に速やかに気付き対応できたはずです。飯野さんは新し

い活動の流れを受け入れてくれましたが、自らで変えた流

れをしばらく続けた後に、間違いを指摘されたり、変更や

元に戻すことに抵抗を感じたり、プライドを傷つけられる

こともあるかもしれません。 

それぞれの利用者の得意なことを活かし、新しい活動や

スキルを獲得する支援に着目しがちですが、獲得した後、

せっかく自信を持って自立してできるようになった活動を、

適切な状態で長く続けていくために、定期的な評価をし続

ける事も、とても重要な支援である事を感じました。 

今回の取り組みで感じた事を活かし、日頃から継続的な

評価を大切にして、より良い環境や道具、工程を検討・実施し、利用者の方々がそれぞれ得意とする

作業や日中活動に、自信を持って取り組み続けていけるよう支援していきます。 

                                     今氏照樹 
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チェック表と注意書き 

 
これからもよろしくお願いします！ 





た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地域

の一員として自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横須賀た

んぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。 

 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 

 

♙♙♖♘♗♕♔♗♘♖♜♞♝♛♚♝♞♜♖♘♗♕♔♗♘♖♜♞♝♛♚♝♞♜♖♘♗♕♔♗♘♖♙♙

ボランティアさん 大募集中！！ 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等、お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                                        

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：かいえだ） 

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：さかい） 

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：ひがしがわ） 

E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 

✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩✪✰✩ 

編集後記 ～編集部～ 

 日に日に暑さを感じる今日この頃。もうすぐ七夕です（皆さんのお手元に届く時には過ぎていますね）。街の

あちこちに笹や竹が置かれ、短冊が掛かっているのを見かけます。ちょっと失礼して見せてもらうと、「○○大

学に合格したい」「家族が元気で暮らせますように」というものから、「跳び箱3段飛べますように」「アサガオ

が水色で咲きますように」「ケーキがたべたい」「ウルトラマンになりたい」と、微笑ましいなぁと思うものもあ

ります。紙いっぱいに書かれた願いは、その子にとっては何よりも叶えたい事なのでしょう。自分の住む地域に、

これだけ様々な想いを持って暮らす人たちがいることを知り、不思議な気持ちになります。ところで、私は、主

語を入れずに話を始めてしまう悪いくせがあります。自分が何か1つの事ばかり考えている時、相手もそのこと

を考えているはずだと思い込んでしまうのです。短冊の願い事のように、人それぞれ、いろんな想いや仕事を抱

えていることを忘れず、いつも相手を思いやることのできる自分になりたい・・これは私の努力次第ですね(^_^;) 

ちなみに、本当かどうか、短冊には「～になりたい」よりも、「～になる」と書いた方が願いが叶うそうです。

どうか、みなさまの願い事が叶いますように・・☆ミ                    庄司     

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 
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